
 

 １ 平成２０年度 基本方針 
沖縄総合事務局 開発建設部では、「沖縄振興計画」及び社会資本整備重点計画による

「沖縄ブロックの社会資本整備に係る地域の将来の姿」に基づき「活力」「安全」「環境」

「暮らし」の目標の実現に向け、事業と施策を展開します。 

具体的には、 

 

「平和で安らぎと活力のある沖縄県の実現」 を目指すため、 

  （１）自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり 【   活 力   】 

  （２）安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり 【   安 全   】 

  （３）沖縄特有の豊かな自然環境の保全・創出  【   環 境   】 

  （４）特性を生かした安らぎと活力ある地域づくり  【   暮らし   】 

 

の４つの目標の実現に向け、目標を達成すべき指標（アウトカム等）、達成するための事

業、施策を示すことにより、目標・成果に着目した事業を展開します。 

 

 

 

 

　

選

択

と

集

中
（事
業
の
重
点
化
・集
中
化
）

事業連携

地域間連携
（ＮＰＯ、
住民参加等）

計画設計、管
理の見直し

入札契約の見
直し

積算の見直し
等

景観計画の策
定

景観重要公共
施設の整備

景観地区指定

平和で安らぎと活力のある沖縄県の実現

沖縄振興計画
分野別計画

　【計画期間】

Ｈ17～19年度
　　（沖縄県）

　　　　防災機能の充実

観光振興と直結した社会
資本整備

沖縄らしい景観形成の推進

社会資本整備重点計画

Ｈ15～19年度

（政策重視、成果重視）の計画
・九つの事業分野

1本化
の五カ年計画を

　 した重点計画

公共事業コスト構造改革

Ｈ15～19年度
（総合コスト縮減率15％達成：対14年度比）

景観緑三法の制定

　　

◆横断的政策テーマ（４つの政策テーマに関する目標）

◆計画期間は、５ヶ年（H15～H19）及び概ね10年後

◆目標の実現に向け、達成すべき指標（アウトカム指標等）、主要事業、
　主要施策を示す。

活力 安全 環境 暮らし活力 安全 環境活力活力 安全 環境安全 環境 暮らし

沖縄ブロックの社会資本整備に
係る地域の将来の姿

沖縄の動き沖縄の動き

公共事業の説明責任向上

・都市機能の集積・促進

第五次全国総合開発計画　　◆平成22年～27年度目標

国土形成計画の策定（全国計画H19年度）
国土形成計画法へ
見直し・国土計画体系の一体化等

量的拡大基調から成熟
社会型計画への転換

沖　縄　振　興　計　画
　◆計画期間（平成14年～23年）分野別計画（H17～H19)　◆後期展望（H19～H23）

沖縄ブロックの現状と課題

【推進事項】

将来像、目標達成のための方策

【方針】

総合都市交
通計画策定
（H19以降）

・中南部都市圏PT調査
　（H17～H20）
・沖縄都市モノレール延長検討
　　　　　　
調査（H18～H19）　

全国的な動き

・街なか居住の推進　　

・商業等の活性化　　　　

まちづくり三法の制定（Ｈ18年度施行）
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